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1. お買い上げいただき、 
あ りがと う ございます！

購入いただいた こ のデジ タ ルベ ビース
ケール seca 382 は、 高精度で しかも頑  
丈な製品です。 
150 年以上にわたってseca社は健康関連
の事業で経験を 重ね、 マーケ ッ ト リ ー
ダーと し て世界各国で計量と測定向けの
先進的開発によ って、 新たな基準を打ち

立て続けています。
このデジ タ ルベビースケール seca 382  
は各国の規定に準拠した上で、主に病院、
診療所、 長期医療看護施設などで使用さ
れています。 本機器は、出生時体重の測定 
や成長過程での体重増加のチ ェ ッ クにも
役立ちます。

2. 安全について

• 取扱説明書に記載されている注意事
項を守って く だ さい。

• 取扱説明書および適合宣言書は大切
に保管し て く だ さい。

• 乳児から目を離さずにスケールに載
せて く だ さい。

• スケールは傾斜のない平面上に安全
な状態で置いて く だ さい。

• スケールを落と し た り、 スケールに
強い衝撃を与えた り し ないで く だ さ
い。

• 必ず指定されている型式の電池をご
使用 く だ さい （2 ページの 「電力供
給」 を参照）。

• 修理は必ず有資格者に行わせて く だ
さい。

• 定期的な保守を依頼し て く だ さい 
（6 ページの 「保守」 を参照）。

3. ご使用になる前に

電力供給
本機器の電力供給は電池で行われます。 液晶デ ィ スプレ イの電流消費はご く わずかで 
す。電池 １ セ ッ ト で約 1,000 回の計量を行う こ とができます。 デ ィ スプレ イに   
または bAtt が表示されたら、 電池を交換し て く ださい。 6 本の単三電池 （1.5 V） が    
必要です。

– 乳児測定用トレイ を取り外し、 スケールを慎
重に裏返し て、 スケールの底面を表に向け

    ます。
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– 電池ケースのフ タ を開け、 付属の電池
を極性表示に合わせて電池ケースに
入れます。

極性を間違えないよ う にし て く だ さい！

– 電池ケースのフ タ を慎重に閉めます。 
 

4. スケールを設置する

– 本機器を堅い平面上に設置 し て く だ
さい。 次に、乳児測定用トレイ をスケー
ルの本体に図のように載せます。

　　乳児測定用トレイがカチッと噛み合い、 
　　 解除ボタ ンが上の位置になるまで、乳児
　　　測定用トレイを前へ引いてください。

これで、乳児測定用トレイ が本体にし っ
かりロ ッ ク されています。 

– 乳児測定用トレイを取り外す場合は、
解除ボタ ンを力いっぱい押し、 乳 児 計
測 用 ト レ イ を 後ろにずらすだけで結構  

   です。

5. 操作方法

正しい計量
– スケールに何 も 載せないで開始ボ タ

ンを押し ます。 
デ ィ スプレ イに se[A、88888.、0.000
が順番に表示されます。 これらの表示 
後、 スケールがゼロ に自動セ ッ ト さ
れ、 ス タ ンバイ状態にな り ます。
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– 乳児を計量する場合： 乳児を乳児計測
用トレイ に載せます。 乳児ができるだ
け動かないよ う にさせて く だ さい。

– 立ち上がる こ と がで き る小児を計量
する場合： 乳児計測用トレイ を上記の
説明に従って取り外し ます。 本体が安
全な状態である こ と を確認し て く だ さ
い。 小児をスケールに立たせ、 動かな
いよ うにし ます。

– 計量結果をデジ タ ルデ ィ ス プ レ イか
ら読み取り ます。
スケールに、 技術データに記載されて
い る 大秤量よ り 重い も のを載せな
いで く だ さい！

– スケールのスイ ッ チを切るには、 開始
ボタ ンを再度押し ます。

自動表示固定機能
重さが 1.5 kg を超える と、 保持機能が自動的に有効にな り ます。 このと き、 測定し た  
体重値が安定するまでデ ィ スプレ イが点滅し ます。 そし て、 次回計量する と きまで表 
示値が固定されます。 デ ィ スプレ イに保持が表示されます。

– スケールにそれま で何 も 載せない状
態で、 あら ためて測定を行 う 場合は、
保持キーを押し て く だ さい。

自動電源オフ / 節電モー ド
スケールは、 スイ ッ チを入れる と約 20 秒間ス タ ンバイ状態になっています。 この間 
に計量を行う と、 スケールのスイ ッ チが自動的に切れるまで、 表示値が約 2 分間保持
されます。
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風袋引き機能
風袋重量 （乳児計測用トレイ 上の毛布やマ ッ ト など） を計量結果から差し引きたい
と きに、風袋引き機能が役に立ちます。 これは以下の手順で行います ：

– 風袋重量がスケールに載 っ ている状
態で風袋引きキーを押し ます。
スケールのデ ィ スプ レ イに “0” が再
セ ッ ト され、 通常どお り に計量を開始
できます。 デ ィ スプレ イに風袋引きが 
表示されます。

– これで、 この風袋重量でお好きな回数
だけ計量を行っていただけます。

– 風袋引きキーを再度押すか、 またはス
ケールのスイ ッ チを切る と、 風袋引き
機能は無効にな り ます。

重要！

大風袋重量は 15 kg です。 表示できる 大重量が、 すでに載っている物の重量分だ  
け小さ く な り ます。 

各種表示機能の使用
こ の機能を使っ て個々の体重値を保存し 、 色々な用途に利用できます。 例えば母乳摂
取量を確認し たり 、 前回計量時から の乳児の体重増加を表示さ せるこ と が可能です。

– 体重値を保存するには、 計量終了後、
メ モ リ を約 2 秒間押 し て く だ さ い。
デ ィ スプレ イに ST0 が表示されます。  
これで体重値が保存され、 スケールの
ス イ ッ チ を切 っ た後 も 値が維持 さ れ
ます。

– 続けて計量を行 う場合は、 メ モ リキー
を一瞬押し て、 デ ィ スプレ イ を各種表
示 （保存されている値を除いた現在値
の表示） に切 り 替え る こ と がで き ま
す。 
各種表示機能が有効にな っ ている と、

 がデ ィ スプレ イに表示されます。

– も う一度キーを一瞬押すと、 この機能
は再び無効にな り ます。 

注意事項 ： 
新しい体重値を保存する と、 これまでの保存値に上書き されます。

スケールに何も載せない状態で各種表示機能を有効にする と、保存値がマイナス形式
でデ ィ スプレ イに表示されます。
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6. お手入れ

乳児計測用トレイと スケールの外側の汚れを湿った布で拭いて く だ さい。 研磨洗浄剤や
酸性 洗浄剤、 アルコール、 ベンジン、 またはこれらに類する溶剤は絶対に使用し ない
で くだ さい！

7. こんな と きは…

負荷がかかっているのに、 体重が表示されないと き

– 電池が正し く 挿入されているか確認し て く だ さい。
  が表示される と き

– 電池の電圧が弱 く なっています。 数日以内に電池を交換し て く ださい。
bAtt が表示される と き

– 電池が切れています。 新しい電池を入れて く ださい。
 St0p が表示される と き

– 大秤量を超えています。 載せた人 （あるいは物） をできるだけ早 く 取り除き、 ス 
ケールに損傷が残るのを防いで く だ さい。

8. 保守

seca社の体重計は± 20 g の精度を誇っています。 この精度を今後も維持するために、  
本製品は慎重に設置し、 定期的に保守を行って く だ さい。 当社では、 ご使用頻度に応 
じ て ３ 年～ ５ 年の間隔で保守する こ と をお勧めし ます。 保守作業は、 正規のメ ンテナ 
ンスサービスにご相談 く だ さい。 不明な点については、 セカ社のカス タ マーサービス 
がお手伝いた し ます。
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9. 技術データ

外形寸法  
奥行 ： 330 mm 
幅 ： 550 mm 
高さ ： 165 mm

重量 約 2.5 kg

温度範囲 +10 °C ～ +40 °C
大秤量 15 kg

目量
0 ～ 10 kg 5 g 
10 kg ～ 15 kg 10 g 
EN 60 601-1 ：

電子医療機器（ タ イ プ B） ：
経済産業省令適合マーク　:　　　　　　　　
 
精度 ± 20 g

文字高 22 mm

電力供給 電池

消費電流 約 30 mA

10. 廃棄処分について

本機器の廃棄処分
本機器が使用できな く なった場合は、 正
し く 廃棄する ために必要な手続き につ
いて自治体の担当廃棄物処理課に問い
合わせて く だ さい。

電池
使用済み電池は家庭ゴ ミ と し て廃棄 し
ないで く だ さい。 電池はお近 く の収集場 
所に廃棄し て く だ さい。 新しい電池を購 
入される場合は、 水銀 (Hg)、 カ ド ミ ウム
(Cd)、 および鉛 (Pb) などを含有し ていな
い、 環境に適 し た も のを お選び く だ さ
い。
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11. 保証について

材料や製造工程に起因する不具合につい
ては、 納品日より １ 年間の保証期間が適
用さ れます。 ただし 、電池、ケーブル、電 
源ユニッ ト 、 蓄電池と いっ た可動部品は
すべて保証対象外と なり ます。 保証の対 
象と なる不具合は、 ご購入時の領収書を
提示し ていただけば無償で修理いたし ま
す。 こ れ以外の請求は保証の対象と はな 
り ません。 本機器がお客様の所在地と は 
別の場所にある場合、 往復の交通費はお
客様のご負担になり ます。 運搬中の損害 
で保証を請求するこ と ができ るのは、 運
搬に純正の梱包一式を使用し 、 その梱包

中で本機器が発送時と 同じ 梱包状態で保
護さ れ、 固定さ れていた場合のみです。
そのため、 すべての梱包材を保管し てお
いてく ださ い。 
seca社から 明示的に認可さ れていない人
が本機器を開けた場合、 保証は失効し ま
す。
海外に居住し ているお客様が保証を請求
さ れる場合は、 各国の販売店へ直接お問
い合わせく ださ い。 

seca 株式会社

〒 262-0011
千葉県千葉市花見川区三角町 94
電話 ：　043-216-0850(代表)
フ ァ ッ ク ス ：  043-216-0851

seca corporation
94 Sankakucho, Hanamigawaku

Chiba City, Chiba 262-0011, Japan

Phone: +81 (0) 43-216-0850

Fax: +81 (0) 43-216-0851
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